
 

 

土浦の自衛隊基地 

 茨城県内には実戦出撃基地として、航空自衛隊百里基地があり、２つの飛行隊（Ｆ１５ 

４０数機）と偵察飛行隊（ＲＦーＥ４Ｊファントム 約２８機）のほか救難隊と基地防衛

隊などが配備されている。首都圏の防空を担う航空自衛隊の高射隊（パトリオット）も霞

ヶ浦駐屯地の陸上自衛隊航空学校の一角に配備されている。 
後方支援の基地としては霞ヶ浦駐屯地の陸上自衛隊武器補給処が全国支援の補給統制

本部と関東補給処を兼ねている。阿見町には需品補給処朝日燃料支処があり、陸上自衛隊

航空学校、武器学校もあることから土浦市、阿見町は陸上自衛隊の重要な基地群を抱える

地域になっている。その他では古河駐屯地（総和町）の施設補給処と施設中隊、勝田駐屯

地（ひたちなか市）の施設学校もある。 

陸上自衛隊霞ヶ浦駐屯地（１１２万平米） 

（平成２年から大幅に増強された。以前からの部隊１、７００名、十條から６２０名、大

宮武器補給処から８０名、大宮通信補給処から５１０名、合計３、０００名以上？） 

 Ⅰ霞ヶ浦武器補給処（陸幕直属）  （８５・５万平米） 

  陸上自衛隊武器補給統制本部  
＊十条の陸自武器補給本部（６２０名）が’９８・４月に土浦へ移転 

  （全国の基地の武器・弾薬・誘導弾・火器車両・航空機の部品の保管・検査事務） 
  関東補給処 
   （東方管内の武器等の補給、整備・保管を行う現業部門。） 

     組織  企画室、総務部、調査会計部、情報処理部、火器車両部、弾薬部、     

誘導武器部、化学部、航空部、通信電子部    １室９部 

         ＊第３０６武器野整備中隊、基地業務隊、警務隊。 
      航空部  航空機の高段階整備、航空部品の調達、補給、修理、技術改善研究、 
       技術援助など。 
      ＊調達実施本部は市ヶ谷（４７０名） 
     補給本部からの調達要求資料に基づいて陸・海・空三自衛隊の武器・弾薬・需

品・衛生・通信・施設の「中央調達品」の調達をおこなう。 
     「地方調達品」は各地方補給処で調達することもある。 
    ＊補給統制本部は十條（１、５００名） 
     陸・海・空の武器・弾薬・需品・衛生・通信・施設の補給業務の統括。 
     企画・総合調整や統制、調達事務にあたる。 
     需品、武器、施設、通信、衛生の各中央補給処と資材統制隊を集約したもの。

＊松戸需品補給処 需品学校、高射特科群と併せて１、１００名 
      ＊通信補給処 大宮市から、統制部門は十條、現業部門は霞ヶ浦駐屯地に移動 
   ＊施設補給処（茨城総和町）  
      ＊衛生補給処（世田谷） 
   ＊吉井弾薬支処（群馬、多野郡吉井、１３８・７万平米、２００名） 
霞ヶ浦補給処では武器の完成品と部品を扱い、整備もおこなっている 



 

 

  陸自装備 
         ８９式小銃、５・５６ミリ機関銃、１２・７ミリ重機関銃、８１ミリ迫撃砲 
          １２０ミリ迫撃砲、９６式自走１２０ミリ迫撃砲、８７式自走高射機関砲、 
     ８７式対戦車誘導弾発射装置、８９式装甲戦闘車、９６式装輪装甲車、 
          ８２式指揮・通信車、８７式偵察警戒車、８７式砲側弾薬車、９０式戦車、 
     ９０式戦車回収車、９１式戦車橋、７８式雪上車、化学防護車 
      １５５ミリりゅう弾砲（ＦＨ７０）、２０３ミリ自走りゅう弾砲 
          多連装ロケットシステム（ＭＬＲＳ）、東方用改良ホークⅢ、 
          ８８式地対艦誘導弾 
    （ヘリ）ＯＨ１（観測用ヘリ、２人、生存性を高めたＯＨ６Ｄの後継機）、 
      ＯＨ６Ｄ（連絡・偵察・観測用ヘリ、１＋３人、ＯＨ６Ｊの後継機）、 
            ＯＨ６Ｊ（連絡・偵察用、１＋３人） 
      ＣＨ４７Ｊ（輸送用ヘリ、３＋５５人、兵員・大型車両輸送等）、 
     ＣＨ４７ＪＡ（ＣＨ４７Ｊの改良、大型燃料タンクにより長距離輸             

送が可能、１、０００ＫＭ）、 
      ＵＨ１Ｈ（多用途ヘリ、２＋１１人）、ＵＨ１Ｊ（ＵＨ１Ｈの改良） 
      ＵＨ６０ＪＡ（多用途ヘリ、２＋１４人、ＵＨ１Ｊと併行装備）、 
      ＬＲー１（連絡偵察用双発機、２＋５人）、ＬＲー２（ＬＲー１の後継機） 
      ＡＨ１Ｓ（ミサイル、ロケット弾搭載対戦車ヘリ、ＴＯＷミサイル、 
           ７０ｍｍロケット、２０ｍｍ機関砲装備）、 
            Ｔ５（初級練習機）、ＴＨ５５（練習機）、ＯＨ６（操縦教育用） 
            Ｖ１０７（救難用ヘリ、２＋２６人、重量補給品の輸送、救援機） 
 
 

Ⅱ 需品補給処朝日燃料支所（阿見町９・３平米、１００名） 

       松戸の補給処の支処、 航空機用、戦車・一般車両用、施設用燃料の補給 

 

 Ⅲ 陸上自衛隊航空学校霞ヶ浦分校（阿見町） 
 （陸幕直属だが霞ヶ浦駐屯地司令の管轄下にある） 
      明野本校は研究、運用、操縦、航空管制、航空気象などの教育。 
      宇都宮分校は操縦（固定翼機、回転翼機）、 
   霞ヶ浦分校は操縦（回転翼機）、航空整備、航空補給、航空通信の訓練校。 
 
 
 
 
 
 



 

 

  Ⅳ航空自衛隊霞ヶ浦分屯地（阿見町陸自航空学校の一角にある） 
（空自直属だが陸上自衛隊航空学校の一角にある） 

       第１高射群第３高射隊（１００名）首都圏の北部を守る実戦部隊。 
           パトリオット ５基配備（１基にミサイル４発装備、５基で１セット） 
        有効射程７０Ｋｍ。北は日立市、南は銚子、東京都品川区、練馬、 
         朝霞、西は栃木県館林、佐野などをカバーしている。 
     ＰＡＣ３（弾道ミサイル迎撃用ミサイル）２基配備 

 ２００８年３月に旧パトリオットミサイル２基と交代で配備された。 
 射程２０キロメートルと言われて旧型より射程は短いが、旧型が対航空

機用であるのに対して、弾道ミサイル迎撃用として移動して配備         

につく。 
        気象隊  東部方面管制気象隊（   名） 

＊ 第１高射群本部は入間。１高隊（習志野）２高隊（武山）４高隊（入間） 
 

 Ⅴ 陸上自衛隊土浦駐屯地（４２万平米、武器教導隊６００名） 

   阿見町にあるが土浦駐屯地となっている。旧土浦海軍航空隊（予科練）跡地の一部

にあるためと思われる。 
（土浦海軍航空隊は現駐屯地から霞ヶ浦総合公園までの範囲にあった） 

          武器学校＝あらゆる武器整備・操作の訓練をおこなう。 
          射撃訓練も 1 部行っている。 
            一隅に旧土浦海軍航空隊（予科練）の記念館「雄翔館」がある。 
 
 

 



 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

陸自航空学校（ヘリ飛行場） 

空自分遣基地 
（ﾊﾟﾄﾘｵｯﾄ基地） 

霞ヶ浦駐屯地俯瞰写真 



 

 

戦時中の基地周辺配置図 
 海軍航空廠と掩体壕の配置 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 


